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付加価値創造に挑戦！ 注目企業を訪ねる
おひさま進歩エネルギー株式会社
今月のニュース
建材マンスリー資料室
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2014年度住宅関連施策
を読み解く

「長期優良住宅化リフォーム」がスタート
特集



年2014 年2015年2013 年2017年20164 1月 日 4 1月 日新
築

既
築

＊継続の予定。公募時期などは未定

＊継続の予定

＊継続の予定。補助金上限引き上げの可能性あり。公募期日は未定

●補助率：費用の１/３ 
●バリアフリー改修または耐震改修を併せて行う場合は限度額に25万円を　 加算

●補助金上限：５０万円/戸（住宅）

●標準的な性能強化費用相当額（上限650万円）の１０％相当額を
その年の所得税額から控除

＊継続の予定。募集の受付期間などは未定

●木造住宅の新築・増築・購入：1棟あたり30万ポイント ●内装・外装木質化：    最大30万ポイント

●標準的な性能強化費用相当額（上限500万円）の１０％相当額をその年の所　得税額から控除
①所有権の保存登記：0.1％（一般住宅は０.１５％）　       ②所有権の移転登記：戸建て   0.2％マンション0.1％（一般住宅は０.３％）
●課税額の控除額が1,300万円（一般住宅は1,200万円）

●１０年間で最大300万円の所得税控除 （一般住宅は10年間で最大200万円） 　 ●１０年間で最大500万円の所得税控除 （一般住宅は10年間で最大400万円） 

●消費税率8％の場合、収入額目安510万円以下に最大30万円を給付
消費税率１０％になった場合は給付基礎額が変更

●１０年間で最大500万円の所得税控除（一般住宅は10年間で最大400万円）
●標準的な性能強化費用相当額（上限650万円）の１０％相当額をその年の所得税額
　から控除（税額の算定基礎となる㎡単価［かかり増し費用］を引き上げ）

●１０年間で最大300万円の所得税控除（一般住宅は10年間で最大200万円）

（2016年3月31日まで優遇税制を延長）

（2016年3月31日まで優遇税制を延長）

（2016年3月31日まで優遇税制を延長）

（2017年12月31日の入居まで）

（2017年12月31日の入居まで）

（2017年12月31日の入居まで）

（2017年12月31日の入居まで）

（2017年12月31日の入居まで）

①所有権の保存登記：0.1%  ②所有権の移転登記：0.1%

●補助率：費用の１/２ ●補助金上限：１６５万円/戸（中小工務店）    

●余剰買取価格：38円（税込）/kWh（10kW未満の住宅用）    
●補助金：  2万円/kW（１kW当たりの補助対象経費が2万円超～41万円）    

1.5万円/kW（１kW当たりの補助対象経費が41万円超～50万円）    

●補助率：費用の１/3 ●補助金上限：１50万円/戸    

●補助率：蓄電システム機器費用の１/3 ●補助金上限：１00万円（個人）    

●補助率：（機器費用－２３万円）と工事費のそれぞれ１/２ ●補助金上限：45  万円   
●耐震性など性能が優れた住宅：５年間の金利を０.３%引き下げ
●長期優良住宅など性能が優れた住宅：10年間の金利を０.３%引き下げ●金利：フラット３５より０.３%引き下げ ●Ａプラン（当初10年間）、Ｂプラン（当初    5年間）

耐震性や省エネルギー性などに優れた住宅取得

●補助金：１0万円（2013年8月31日までの契約） 、7万円（2013年9月１日 以降の契約）      
＊定額を下回る場合は、1,000円以下を切り捨てた金額  

２０１3年7月5日までの公募申込

２０１3年8月13日までの公募申込

２０１3年11月29日までの申請書提出

２０１4年3月31日までの手続終了

２０１4年3月31日までの申込

２０１3年9月末までの予約申請

２０１4年2月28日までの申込

２０１3年6月26日までの公募申込

２０１4年2月7日～28日までの申込

２０１3年6月24日までのグループ応募申込

（2014年3月31日の入居まで）

（2014年3月31日の入居まで）

（2014年3月31日の入居まで）

（ポイント発行の対象期間は2014年9月30日まで延長予定）

２０１3年10月31日までの予約申請

＊継続の予定。公募時期などは未定

＊継続の予定。補助率は変更の可能性あり。公募時期は未定

＊継続の予定。補助金、応募期日などについては未定

＊継続の予定。補助率、補助金上限、公募期日は未定

＊継続の予定。買取価格単価は見直し（年度末に発表の予定）

（２０１３年度
補正予算による）

インスペクションや性能向上のためのリフォームなどにより、住宅の長寿命化を
図る優良なリフォームの取り組みに対し、費用の一部を支援

中古住宅を取得し適合した耐震改修工事を行った場合、住宅ローン減税が適用となる予定。  
●贈与税の非課税措置等 ●既存住宅に係る不動産取得税の課税標準の特例措置 も適用となる。

●リフォームが行われた買取再販中古住宅取得の場合
 所有権移転登記：0.1％（一般住宅0.3％）

（2016年3月31日まで優遇税制を延長）

（2016年3月31日まで）

●住宅の耐震診断の助成：国と地方公共団体で２/３
●住宅の耐震改修、建替の助成：国と地方公共団体で２３％ ●２０１３年度末までとされた国と地方で3０万円/戸 の加算は２０１４年度末まで延長

●補助金上限：１００万円
●補助率：工事費の1/３

●補助率：建設費の10%以内 ●補助金上限：100万円

●一戸建ては5年間、マンションは7年間（一般住宅一戸建ては3年間、マンションは5　  年間）  税額1/2軽減

●補助率：費用の１/２ ●補助金上限：350万円/戸    （建築主･所有者）      

＊終了の予定

＊「住宅の省エネ改修」の補助については、「長期優良住宅化リフォーム推進事業」に移行

ゼロ・
エネルギー
住宅

住宅のゼロ・エネルギー化
推進事業（国土交通省）

ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス支援事業（経済産業省）

太陽光発電の固定価格買取制度

太陽光発電システム導入補助金

定置用リチウムイオン蓄電池導入補助金

既築住宅における高性能建材導入促進事業

HEMS導入補助金

エネファーム導入補助金

住宅の省エネ改修推進事業

長期優良住宅化リフォーム
推進事業

【フラット３５】Ｓ

地域型住宅ブランド化事業

住宅ローン減税

投資型減税

登録免許税

木材利用ポイント

不動産取得税

固定資産税

住宅ローン減税

住宅ローン減税の適用

登録免許税

すまい給付金

投資型減税

登録免許税

耐震改修促進事業

新

新

新

新

エ
コ
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー

省エネ住宅
に関する支援

省エネ設備に
関する優遇

省エネ改修に
関する支援

長期優良住宅化
リフォーム推進

住宅ローンに
関する金利優遇

地域材活用促進

長期優良住宅
普及促進税制

認定低炭素住宅
促進のための
特例措置

中古住宅取得後
の耐震改修

買取再販で
扱われる住宅取得

消費税率引き上げ
に対応

リ
フ
ォ
ー
ム

木
造
住
宅

税
　
　
制

給 

付

耐震改修に
関する支援

P６参照

｢長期優良住宅化リフォーム｣ の評価基準が決まり、補正予算と併せて
2014年は約50億円の長期優良住宅化リフォームへの支援事業が始まる。
住宅の耐震化、省エネ化への支援も引き続き行われ、

「ゼロ･エネルギー住宅」「地域型住宅ブランド化」などの支援事業も継続される。
今号では、来年度の住宅関連施策を概観するとともに、

「長期優良住宅化リフォーム推進事業」の概要を説明する。

＊	表は、２月末時点の情報に基づいており、まだ確定していない内容
も一部含みます（公募時期などは４月以降に発表される予定）。

＊	予算金額に達した場合、予定よりも早期に終了する場合があります。

住宅関連優遇策一覧

2014年度  住宅関連施策を読み解く

＊リフォームについても、減税措置があります。詳細は「㈳住宅リフォーム推進協議会」ＨＰ等をご覧ください。

「長期優良住宅化リフォーム」がスタート特集
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負
担
を
軽
減
す
る
措
置
と
し
て
、「
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
の
拡
充
」や「
す
ま
い
給
付
金
」が
行
わ
れ
ま
す
。

 

「
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
」
は
、
一
般
住
宅
の
場
合
、

今
年
４
月
か
ら
２
０
１
７
年
12
月
ま
で
、
10
年
間

で
最
大
４
０
０
万
円
の
所
得
税
控
除
、
長
期
優
良

住
宅
や
低
炭
素
住
宅
で
は
５
０
０
万
円
の
控
除
と

な
り
ま
す
。
現
金
で
長
期
優
良
住
宅
や
低
炭
素
住

宅
を
取
得
し
た
場
合
の
「
投
資
減
税
」
も
、
1
年

間
の
最
大
控
除
額
が
50
万
円
か
ら
65
万
円
に
拡
充

し
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
負
担
軽
減
効
果
が
十
分

に
及
ば
な
い
収
入
層
に
対
し
て
は
、「
す
ま
い
給

付
金
」
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
補
正
予
算
で
す
で
に

　

２
０
１
４
年
度
の
国
土
交
通
省
住
宅
局
の
重
点

施
策
の
中
で
、
住
宅
関
連
は
耐
震
改
修
支
援
、
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
整
備
を
含
む
「
ス

マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
」
の
実
現
、
省
エ
ネ
住
宅

の
普
及
、
そ
し
て
中
古
住
宅
流
通･

リ
フ
ォ
ー
ム
の

促
進
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
対
応
し
た
、
住
宅
取
得
時
の
減
税
措

置
や
給
付
金
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

住
宅
取
得
の
際
に
発
生
す
る
消
費
税
の
増
税
分

１
６
０
０
億
円
が
措
置
さ
れ
て
お
り
、
４
月
１
日

か
ら
す
ぐ
に
給
付
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
消
費
税
８
％
に
対
し
て
は
、
収
入
額
の
目

安
が
５
１
０
万
円
以
下
の
方
を
対
象
に
最
大
30
万

円
給
付
し
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
の
新
し
い
事
業
と
な
る「
長
期

優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
」
は
、
20
億

円
の
補
正
予
算
が
成
立
し
た
の
で
、
す
で
に
事
業

が
始
ま
っ
て
お
り
、
２
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま

し
た
。
な
お
２
０
１
４
年
度
予
算
は
約
30
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
存
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
長
期
優
良
住
宅

と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
長
年
の
懸
案
で
し
た
。

今
回
、
評
価
基
準
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
そ
の

内
容
に
準
じ
た
基
準
に
合
致
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
つ
い
て
、新
築
同
様
に
予
算
面
で
支
援
を
行
っ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
が
長
持
ち
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
の
推
進
と
い
う
こ
と
で
、
劣
化
対

策
と
耐
震
性
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
後
に
一
定
の
基
準

に
達
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
必
須
項
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
１
３
年
度
に
復
活
し
た
「
住
宅
の

省
エ
ネ
改
修
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら

の
補
助
事
業
で
省
エ
ネ
改
修
も
含
め
て
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
発
展
的
移
行
を
し
た
と
お
考

え
く
だ
さ
い
。

　

補
助
内
容
は
、
住
宅
性
能
向
上
の
た
め
の
工
事

と
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
、
維
持
保
全
計
画
の

作
成
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
に
対
し
１
／
３
（
上

限
１
０
０
万
円
／
戸
）
を
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行

う
建
築
主
な
ど
に
対
し
て
国
が
支
援
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｐ
６
を
参
照
）

　

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
に
関
し
て
は
、
適

切
な
「
建
物
評
価
手
法
」
の
検
討
と
中
古
住
宅･

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
と
金
融
の
「
連
携
強
化
」
を
図

る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
評
価
基
準

を
策
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
中
古
流
通
市
場
や
金

融
機
関
に
実
際
に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る

住
宅
の
価
値
向
上
を
、
建
物
評
価
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
る
か
な
ど
も
検
討
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

昨
年
11
月
に「
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
」が
施
行

さ
れ
、
建
築
物
の
耐
震
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
対
象
と
な
る
の
は
、
店
舗
や
旅
館
な

ど
の
大
規
模
建
築
物
と
避
難
路
沿
道
に
あ
る
比
較

的
大
き
な
建
築
物
な
ど
で
す
か
ら
、
戸
建
て
住
宅

は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か

し
改
正
法
で
は
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
の
努
力

義
務
の
対
象
範
囲
を
す
べ
て
の
旧
耐
震
基
準
の
建

築
物
へ
と
拡
大
し
ま
し
た
の
で
、
住
宅
や
小
規
模

建
築
物
に
つ
い
て
も
努
力
義
務
が
発
生
し
ま
す
。

　

国
は
２
０
１
５
年
ま
で
に
大
き
な
建
築
物
と

同
様
、
住
宅
の
耐
震
化
率
も
90
％
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
支
援
の
た

め
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て

国
と
地
方
が
耐
震
改
修
に
対
し
て
さ
ら
に
「
１
戸

当
た
り
30
万
円
」
を
上
乗
せ
す
る
時
限
措
置
は
、

２
０
１
４
年
度
末
ま
で
1
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
と
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
で
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
の
概
念
を
さ
ら
に
広
げ
、
住
宅
が
安
心
・
安
全
・

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ

の
よ
う
な
住
ま
い
を
基
盤
と
し
て
、
高
齢
者
か
ら

子
育
て
世
代
ま
で
の
多
様
な
人
々
が
交
流
し
、
安

住
宅
の
耐
震
化
、
省
エ
ネ
化
、
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
拡
大
な
ど
に
力
点
が
置
か
れ
た
、

２
０
１
４
年
度
住
宅
関
連
予
算
の
概
要
と
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
住
宅
局
の
井
﨑
信
也
氏
に
う
か
が
っ
た
。

心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
都
市
形
成
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。
千
葉
県
柏
市
の
豊と

よ

四し

季き

台だ
い

団
地
の「
長

寿
社
会
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
が
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
２
０
１
３
年
度
実
施
さ
れ
て
い
た
「
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
整
備
事
業
」
は
引
き

続
き
こ
の
枠
組
み
の
中
で
補
助
し
て
い
き
ま
す
。

 

「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
は
引
き
続
き

行
い
ま
す
が
、
地
域
材
を
利
用
し
た
場
合
の
20
万

円
の
上
乗
せ
は
、林
野
庁
の「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
」

が
来
年
度
も
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今

年
度
同
様
お
休
み
に
し
ま
す
。「
住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
事
業
」
も
継
続
予
定
で
す
。

　

新
た
な
取
組
と
し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
建
築

物
の
設
計
法
の
確
立
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま

す
。
現
在
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
建
物
を
造
る
と
き
は
、

個
別
に
大
臣
認
定
を
受
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
予
算
で
い
ろ
い
ろ
な
実
験
を
行
い
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
建
築
の
構
造
や
防
火
の
基
準
を

早
急
に
定
め
て
、
一
般
に
普
及
し
て
い
く
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
物
の
木
材
活
用
に
関
し
て
は
、
２
０
１
１

年
度
か
ら
３
カ
年
に
わ
た
り
大
規
模
木
造
建
築
物

の
火
災
実
験
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
３
階
建
て
の
学
校
な
ど
を
木
造
の

耐
火
構
造
で
建
築
が
可
能
に
な
る
建
築
基
準
法
の

見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
改

正
と
な
れ
ば
、
大
規
模
木
造
建
築
物
を
準
耐
火
で

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
木
材
利
用
が
い
っ
そ

う
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
、

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
拡
大
、

木
材
利
用
促
進
な
ど
に
注
目

国土交通省　
住宅局総務課企画官

井﨑信也 氏

■ 「長期優良化リフォーム」のイメージ
インスペクションの実施

維持保全計画の作成

性能の向上
耐震性
省エネルギー性
劣化対策
維持管理・更新の容易性 等

劣化対策
例）床下防湿・防蟻措置

防湿コンクリート下の
防湿シート敷込

省エネルギー性
例）外壁の断熱

外壁の断熱材充填

耐震性
例）軸組等の補強

柱脚固定金物
筋交いプレートの追加

■ 中古住宅･リフォーム市場と金融の連携強化

中古住宅・リフォーム市場と金融
連携強化

＊ 新たな「建物評価手法」の不動産市場･金融市場への定着
＊ 新たな「建物評価」、中古住宅流通市場の活性化による
 新しい金融商品の登場

「中古住宅市場活性化ラウンドテーブル」
開催

２０１３～１４年度

不動産事業者、金融機関等による
情報交換（ （

■ 消費税増税に伴う「住宅関連の減税措置」

＜消費税率８％または１０％の場合＞ ＜消費税率８％または１０％の場合＞

（ ともに2017年12月入居まで実施）

住宅ローン減税

住宅ローン残高の1％を10年間、
所得税から控除

投資型減税（現金取得者向け）

一般住宅から認定住宅に性能を強化
する標準的な費用の10％を１年間、
所得税から控除

借入限度額 最大控除額

一般住宅

長期優良住宅

低炭素住宅

４,０００万円

５,０００万円
５,０００万円

４００万円
５００万円

５００万円

限度額 最大控除額

長期優良住宅

低炭素住宅

６５０万円

６５０万円

６５万円

６５万円

■ すまい給付金の給付額について［算定例］

 ＜消費税８％時の算定例（住宅取得者が３名の場合）＞ １０％の場合は変更となる

＊神奈川県は異なる

収入額の目安

収入（所得割額）
給付基礎額

持分
割合

居住の
有無 給付額住宅

取得者

収入４５０万円
（所得割額７.６万円）

専業主婦
（所得割額０円）

無職
（所得割額０円）

５０％

３０％

２０％

居住

居住

居住
なし

４２５万円以下

４２５万～４７５万円

４７５万～５１０万円

都道府県民税の所得割額給付基礎額＊

６.８９万円以下

６.８９万円超 ８.３９万円以下

８.３９万円超 ９.３８万円以下

給付基礎額

３０万円

２０万円

１０万円

（参考）
給付基礎額
※消費税率
８％時

第三者機関

新築･中古
５０㎡以上
性能等証明

消費税
8％・10％

給付額 給付基礎額 持分割合

それぞれが
申請

夫

妻

祖父

万円10
万円9

給付なし

20万円
×50％（ （
30万円
×30％（ （
居住しない
ため（ （

２０万円

3０万円

（30万円）

■ 「耐震化」の目標

■ 住宅の耐震改修の補助金加算を延長

住 宅

国と地方で工事費の の補助

現状（２００８年）
79約 ％

目標（２０１５年）
90％

目標（２０２０年）
95％

多数の者が利用する建築物（学校、店舗など）
現状（２００８年）
80約 ％

目標（２０１５年）
90％

２/３

％国と地方で工事費の の補助23
万円/戸国と地方で を加算30

耐震診断

耐震改修、
建て替え

（2014年度末まで時限措置を延長）

２
０
１
４
年
度
の
住
宅
関
連
施
策

住　宅

■ 「サービス付き高齢者向け住宅」
　 への補助率

1/10新築

1/3

（上限100万円/戸）

（上限100万円/戸）改修

1/10新築

1/3

（上限1,000万円/施設）

（上限1,000万円/施設）改修

併設する高齢者生活支援施設

「
長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
」に

補
助
開
始

「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
」で

地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

消
費
税
ア
ッ
プ
に
伴
う

減
税
措
置
と
給
付
金

大
規
模
建
築
物
の
木
造
準
耐
火
を

可
能
と
す
る
規
制
の
見
直
し

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
設
計
基
準
の
検
討

耐
震
改
修
の

「
30
万
円
上
乗
せ
措
置
」を
延
長

中
古
住
宅
の「
評
価
基
準
」を
検
討
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補
助
対
象
と
な
る
の
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費

用
と
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
費
用
、
リ
フ
ォ
ー
ム
履

歴
作
成
費
用
、
維
持
保
全
計
画
作
成
費
用
だ
。

　

工
事
費
は
、「
特
定
性
能
向
上
工
事
」
の
費
用
が

１
／
２ 

以
上
で
あ
る
こ
と
、「
そ
の
他
性
能
向
上
工

事
」
は
「
特
定
性
能
向
上
工
事
」
の
工
事
費
を
限

度
と
す
る
。
ま
た
、
単
な
る
設
備
交
換
や
内
装
工

「
長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
」

既
存
住
宅
の
「
長
期
優
良
化
リ
フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
補
助
事
業
が
始
ま
っ
た
。
２
０
１
３
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
応
募
は
、
２
月
７
日
～
28
日
ま
で
。

補
助
事
業
は
、
①
一
定
の
要
件
を
満
た
す
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
②
性
能
を
向
上
さ
せ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
て
一
定
の
水
準
を
満
た
し
、

③
リ
フ
ォ
ー
ム
履
歴
及
び
維
持
保
全
計
画
を
作
成
す
る
、
と
い
う
要
件
を
満
た
し
た
既
存
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
支
援
で
あ
る
。
補
助
金
支
払
い
ま
で
の

流
れ
は
、
申
請
者
に
よ
る
事
業
提
案
→
審
査･

採
択
→
交
付
申
請
→
交
付
決
定
通
知
→
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
→
実
績
報
告
と
金
額
の
確
定
→
完
了
検
査
の

あ
と
補
助
金
支
払
い
と
な
る
。
２
０
１
４
年
度
は
予
算
成
立
の
後
、
新
規
に
募
集
す
る
予
定
だ
。

「長期優良住宅化リフォーム推進事業」ＨＰ  http://www.kenken.go.jp/chouki_r/

事
、
増
築
工
事
は
補
助
対
象
外
。
工
事
後
に
必
須

項
目
が
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な

る
。
戸
建
て
住
宅
の
場
合
、
延
べ
面
積
が
55
㎡
以

上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。

　

Ａ
基
準
と
Ｓ
基
準
が
あ
り
、
Ａ
基
準
は
一
定
の

性
能
向
上
が
見
込
ま
れ
る
水
準
で
、「
劣
化
対
策
」

と
「
耐
震
性
」
は
リ
フ
ォ
ー
ム
後
に
Ａ
基
準
に
達

し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム
前
に
す
で

に
Ａ
基
準
に
適
合
し
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
し
も

工
事
を
行
う
必
要
は
な
い
。
Ｓ
基
準
は
新
築
の
長

期
優
良
住
宅
と
同
程
度
の
水
準
。

　

な
お
、
選
択
項
目
は
必
ず
し
も
Ａ
基
準
に
達
す

る
必
要
は
な
い
が
、
採
択
に
当
た
っ
て
は
考
慮
さ

れ
る
。

　

補
助
率
は
費
用
の
１
／
３
で
、
１
戸
当
た
り

１
０
０
万
円
が
限
度
額
。
２
０
１
４
年
度
以
降
は

す
べ
て
の
項
目
で
Ｓ
基
準
を
満
た
す
場
合
、
補
助

限
度
額
は
２
０
０
万
円
／
戸
と
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

　
「
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
」
は 

「
現
況
検
査
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
※
」
で
行
う
。
劣
化
事
象
が
指
摘
さ
れ
た

個
所
に
つ
い
て
は
、
①「
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
」
の
内

容
に
含
め
る
、②「
維
持
保
全
計
画
」
に
明
記
す
る
、

の
ど
ち
ら
か
の
措
置
を
取
る
。

 

「
リ
フ
ォ
ー
ム
履
歴
」
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
箇
所
・
工

事
内
容
な
ど
が
把
握
で
き
る
も
の
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
で
認
め
ら
れ
た
劣

化
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
補
修
し
な
い
場
合
は
、

必
ず
「
維
持
保
全
計
画
」
に
今
後
の
補
修
時
期
、

ま
た
は
次
回
の
点
検
時
期
な
ど
を
明
記
す
る
。

※
一
般
社
団
法
人
「
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
協
会
」
の
現

　

況
検
査
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

　

申
請
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
発
注
者
ま
た
は

施
工
業
者
が
行
う
。
施
工
業
者
に
よ
る
申
請
は
、

個
社
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
申
請
が
可
能
だ
が
、
両
方

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
申
請
に
は
、
少

な
く
と
も
１
件
以
上
の
具
体
的
な
物
件
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
必
要
。

必須項目 選択項目　

劣化対策　
Ｓ基準

Ａ基準

耐震性　　 省エネ性　 維持管理

既存
住宅

性
能
向
上
工
事

②特定性能向上工事の考え方（戸建て住宅の場合）

補助率：費用の１/３ 補助限度額：１００万円/戸
③補助率･補助限度額

2014年度予算では、すべてＳ基準を満たす場合は
補助限度額を200万円/戸にすることを検討している

リフォーム履歴
の作成

維持保全計画
の作成

＋

長期優良住宅化リフォーム工事

インスペクション
リフォーム前の住宅の劣化状況の調査

①現況検査チェック
　シート
②工事箇所の図面、
　写真、図書
　　　　　　など

①インスペクション
　結果
②点検項目
③更新・取替時期
　　　　　　など

④事業の流れ

リフォーム工事費用（戸建て住宅の場合）

①特定性能向上工事

①補助の対象

②その他性能向上工事

a.劣化対策
b.耐震性

必須項目

選択項目

①以外の性能向上工事
● インスペクションで指摘を受けた
 箇所の改修工事
● 外壁、屋根の改修工事
● バリアフリー工事
● 環境負荷の低い設備への改修
● 一定水準に達しないｃ.d.の
 性能向上工事

c.維持管理・更新の容易性
d.省エネルギー対策  

インスペクション費用 リフォーム履歴作成費用、
維持保全計画作成費用

＋

発注者 戸数×100万円以内
かつ

5,000万円程度

5,000万円程度

1億円程度

工　事
施工者

個　　社

申　請　者 提案上限額

グループ

所有者、
マンションの
管理組合など（ （

⑤申請者について

②
特
定
性
能
向
上
工
事
の
考
え
方

　（
戸
建
て
住
宅
の
場
合
）

③
補
助
率･

補
助
限
度
額

④
事
業
の
流
れ

⑤
申
請
者
に
つ
い
て

①
補
助
の
対
象

解説

２
０
１
３
年
度
補
正
予
算
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９
８
４
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
首
都
サ
ラ

エ
ボ
は
、
古
く
か
ら
商
都
と
し
て
栄
え
た
。

　

旧
市
街
の
中
で
も
一
番
賑
わ
う
バ
シ
チ
ャ
ル
シ
ャ
地
区

は
、
ト
ル
コ
風
の
赤
い
レ
ン
ガ
屋
根
、
古
い
木
造
の
家
並
み

が
美
し
い
。
銅
や
金
銀
細
工
の
職
人
の
店
が
軒
を
連
ね
る
。

そ
の
広
場
の
中
央
に
あ
る
の
が
サ
ラ
エ
ボ
の
シ
ン
ボ
ル
、
セ

ビ
リ
と
呼
ば
れ
る
水
汲
み
場
だ
。
蛇
口
か
ら
は
絶
え
ず
水
が

流
れ
て
お
り
、
誰
で
も
自
由
に
使
え
る
。

　

オ
ス
マ
ン
帝
国
は
サ
ラ
エ
ボ
統
治
に
あ
た
り
、
ま
ず
水
道

設
備
と
モ
ス
ク
の
建
設
を
行
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
の
寄
進
制
度

を
活
用
し
て
モ
ス
ク
、
学
校
、
道
路
な
ど
多
く
の
公
共
施
設

が
建
設
さ
れ
た
。
セ
ビ
リ
は
渓
谷
を
囲
む
丘
陵
を
流
れ
る
川

を
水
源
に
、
１
５
６
も
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
大
ト

ル
コ
戦
争
で
す
べ
て
の
セ
ビ
リ
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ

の
後
再
建
さ
れ
た
も
の
の
再
び
焼
失
。
今
で
は
１
８
９
１
年

に
建
て
ら
れ
た
、
こ
の
一
つ
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

　

石
材
で
造
ら
れ
た
基
部
の
中
央
に
木
製
格
子
で
囲
わ
れ
た

お
堂
の
よ
う
な
建
物
が
あ
る
。
こ
の
セ
ビ
リ
は
16
世
紀
こ
ろ

の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
建
築
に
お
け
る

古
く
か
ら
の
習
慣
に
則
っ
て
、
木
部
に
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い

る
。
モ
ス
ク
や
お
屋
敷
な
ど
の
扉
と
違
い
、
質
素
な
も
の
だ

が
、
人
々
が
憩
う
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
落
ち
着
き
が
あ
る
。

基
部
の
左
右
に
は
蛇
口
と
水
受
け
槽
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

屋
根
は
銅
葺
き
の
ド
ー
ム
で
、
庇
が
大
き
く
張
り
出
し
て
い

る
。
全
体
の
高
さ
は
約
７・５
ｍ
。
夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
さ
れ
る
観
光
名
所
だ
。

　

か
つ
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー

帝
国
な
ど
に
支
配
さ
れ
、
東
西
の
文
化
が
共
存
す
る
不
思
議

な
都
市
サ
ラ
エ
ボ
。「
サ
ラ
エ
ボ
の
水
を
飲
む
と
、
再
び
こ

の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、

こ
の
水
を
飲
む
旅
行
者
も
多
い
。

１

サ
ラ
エ
ボ
の
シ
ン
ボ
ル
の
水
汲
み
場

セ
ビ
リ

一
般
社
団
法
人
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会 

会
誌
編
集
担
当  

塚
本
敏
行

【  こうき - しん  】

写真２点とも：Toshiyuki Tsukamoto

ｖｏｌ.9

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
サ
ラ
エ
ボ

ボスニア・
ヘルツェゴビナ
サラエボ
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お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー

 

「
も
と
も
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
興
味
が
あ
り
、
生

ま
れ
故
郷
の
飯
田
市
で
企
業
な
ど
に
省
エ
ネ
プ
ラ

ン
を
提
案
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
開
い
た
の

が
、
２
０
０
１
年
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は

〝
省
エ
ネ
〟
と
い
う
考
え
が
今
ほ
ど
浸
透
し
て
お
ら

ず
、
ま
し
て
や
〝
創
エ
ネ
〟
な
ど
は
知
ら
れ
て
も
い

な
か
っ
た
。
事
業
は
な
か
な
か
軌
道
に
乗
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
転
機
が
訪
れ
た
の
は
２
０
０
４
年
で
、

環
境
省
助
成
事
業
『
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の
ま

ち
モ
デ
ル
事
業
』
に
飯
田
市
が
採
択
さ
れ
、
事
業

を
請
け
負
わ
な
い
か
、
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い

た
ん
で
す
。
そ
の
頃
、
す
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設

立
し
て
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
に
向
け
た
活
動

で
す
。
こ
れ
ま
で
南
信
州
一
帯
で
設
置
し
た
太
陽

光
発
電
設
備
は
２
６
８
ヶ
所
。
設
置
容
量
は
合
計

で
約
２
６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
し
ま
し
た
」

 〝
全
国
か
ら
市
民
出
資
を
募
る
〟と
い
う
手
法
は
、

一
見
す
る
と
非
常
に
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え

る
。
し
か
し
原
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
多
く
の
市
民
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
運

 

「
全
国
か
ら
４
７
６
名
の
出
資
を
得
て
、
必
要
資

金
２
億
１
５
０
万
円
す
べ
て
の
調
達
を
、
わ
ず
か

２
ヶ
月
で
達
成
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
飯
田
市

内
の
保
育
園
や
公
共
施
設
38
カ
所
に
、
計
２
０
８

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
一
気
に
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
達
成

感
と
い
う
よ
り
も
、
ズ
シ
リ
と
思
い
責
任
を
感
じ

て
い
ま
し
た
ね
。
全
国
の
方
が
環
境
問
題
に
強
い

関
心
を
寄
せ
、
２
億
円
を
超
え
る
お
金
を
預
け
て

く
れ
た
。
必
ず
形
に
し
て
、
出
資
者
の
皆
さ
ん
に

恩
返
し
を
し
な
く
て
は
と
、
思
い
を
新
た
に
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
は
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
負
担
。

設
置
し
た
施
設
は
電
力
の
供
給
を
受
け
、
お
ひ
さ

ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
月
々
定
額
の
電
気
料
金
を

支
払
い
、
同
社
は
そ
の
利
益
を
出
資
者
に
分
配
し

て
い
く
。
な
お
、
シ
ス
テ
ム
は
10
年
目
以
降
、
利

用
者
に
無
料
譲
渡
さ
れ
る
。

 「
２
０
０
７
年
６
月
に
は
、
第
１
回
現
金
分
配
を
計

画
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
降
、『
温

暖
化
防
止
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
』、『
地
域
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ

お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
』
な
ど
を
募
集
し
、
公
共
施

設
や
一
般
家
庭
な
ど
に
太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
続
け
て
い
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
出
資
額
と
事
業
数
の
つ
り
合
い
も
と
れ
、

営
業
を
か
け
な
く
て
も
設
置
場
所
が
決
ま
る
状
況

営
に
参
加
で
き
、
環
境
問
題
に
関
心
を
向
け
る

き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は
と
話
す
。

 

「
私
た
ち
の
預
貯
金
は
、
預
け
先
で
あ
る
金
融
機

関
が
利
益
を
得
る
た
め
、
企
業
な
ど
に
貸
し
出

さ
れ
て
運
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
ん

な
こ
と
に
使
わ
れ
る
の
か
ま
で
は
、
私
た
ち
に
は

分
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
自
分
の
お
金
は
、
使
わ
れ

方
が
明
確
な
と
こ
ろ
に
投
資
し
た
い
。
お
ひ
さ
ま

フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う

な
意
識
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
分
の
お
金

が
、
飯
田
市
の
様
々
な
場
所
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
に
姿
を
変
え
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問

題
の
解
決
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
〝
お

金
の
見
え
る
化
〟
も
、
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る

後
押
し
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
大
国
で
あ
り
な
が
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
。
そ
の
多
く
を
海
外
か
ら

の
輸
入
に
依
存
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
先
進
国

の
中
で
も
最
低
水
準
に
あ
る
。
震
災
以
降
、
多
く
の

人
々
が
「
省
エ
ネ
」
や
「
創
エ
ネ
」
の
重
要
性
を
実

感
す
る
中
、
10
年
前
か
ら
〝
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
〟
に
着
目
し
、
市
民
出
資
に
よ
る
事
業
を
進
め
て

き
た
企
業
が
あ
る
。
長
野
県
飯
田
市
に
本
社
を
構

え
る
、
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
だ
。

を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
有
限
会

社
を
設
立
。
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
進
め
る
組
織
と
し
て
、『
お
ひ

さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
」

　

翌
年
同
社
は
、「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
」

の
募
集
を
開
始
す
る
。
こ
れ
は
、
太
陽
光
発
電
の

普
及
に
、
市
民
か
ら
の
出
資
を
募
る
も
の
で
、
太

陽
光
発
電
事
業
と
し
て
は
全
国
初
の
試
み
だ
っ
た

と
い
う
。
代
表
取
締
役
の
原
氏
は
、
当
時
を
「
不

安
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

 

「
２
０
０
５
年
当
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
対
し

て
今
ほ
ど
関
心
は
高
く
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
飯

田
市
民
の
皆
さ
ん
に
〝
太
陽
光
発
電
事
業
に
出
資

を
〟
と
呼
び
か
け
て
も
、
前
例
が
な
い
こ
と
で
す

し
、
一
歩
引
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
正
直
、

お
金
な
ん
て
集
ま
る
わ
け
が
な
い
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
当
社
の
立
ち
上

げ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
か
ら
助
言
を
い
た
だ
い
た

ん
で
す
。
同
研
究
所
で
は
、
北
海
道
で
市
民
出

資
に
よ
る
風
車
発
電
事
業
を
成
功
さ
せ
て
お
り
、

フ
ァ
ン
ド
の
募
集
が
締
め
切
ら
れ
て
出
資
で
き
な

か
っ
た
人
も
い
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
言
う
の
で
す
。

日
本
全
国
に
目
を
向
け
れ
ば
、
環
境
問
題
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
に
関
心
の
あ
る
人
は
必
ず
い
る
。
最

初
は
飯
田
市
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
全
国
か
ら
募
集
す

る
べ
き
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

時
を
同
じ
く
し
て
、「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
フ
ァ

ン
ド
」
の
募
集
が
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ

の
ふ
た
つ
の
き
っ
か
け
か
ら
、
事
業
は
大
き
く
動

き
出
し
た
。 長野県飯田市本町 2ー15■ 本　社

2004年■ 創　業

９名■ 従業員

1000万円■ 資本金

２億円（2013年３月期）■ 売上高

自然エネルギー及び省エネルギー事業に係
る匿名組合出資の運営及び管理、太陽光や
バイオマス等の自然エネルギーを利用した発
電・発熱業務及び電力・熱・燃料の販売等

■ 事業内容

おひさま進歩エネルギー 株式会社

代表取締役

原 亮
あ き

弘
ひ ろ

氏

わ
ず
か
２
ヶ
月
で

２
億
１
５
０
万
円
を
調
達

官
民
一
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
を
目
指
す

　

市
民
出
資
が
成
功
し
た
要
因
と
し
て
は
、
飯
田

市
の
協
力
も
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

 

「
公
共
施
設
は
行
政
財
産
で
あ
り
、
そ
の
屋
根
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
こ
と
は
地
方
自
治
法
で

〝
目
的
外
使
用
〟
に
当
た
る
ん
で
す
。
市
民
フ
ァ

ン
ド
の
出
資
者
に
は
約
20
年
で
お
金
を
返
し
て
い

く
計
画
で
し
た
か
ら
、
行
政
財
産
の
屋
根
を
20
年

間
確
実
に
借
り
ら
れ
な
け
れ
ば
フ
ァ
ン
ド
の
信
頼

に
か
か
わ
り
ま
す
。
市
職
員
の
間
で
も
か
な
り
の

議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
市
長
判
断
で

許
可
が
下
り
、
20
年
と
い
う
長
期
で
我
々
民
間
企

業
に
屋
根
を
貸
し
続
け
る
と
い
う
前
例
の
な
い
決

断
を
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

こ
の
10
年
間
、
行
政
と
市
民
の
調
整
役
と
し
て

奔
走
し
た
原
氏
は
今
、
こ
の
事
業
を
全
国
に
広
め

る
〝
後
継
者
〟
育
成
の
た
め
、
講
演
会
や
勉
強
会

を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

 

「
飯
田
市
だ
け
で
な
く
、
全
国
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
事
業
が
根
付
け
ば
、
社
会
は
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
何
な
り
と
提

供
し
た
い
。
今
後
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

を
作
り
、
未
来
の
子
供
た

ち
に
手
渡
す
。
そ
の
強
い
思

い
さ
え
あ
れ
ば
、
決
し
て
難

し
い
事
業
で
は
な
い
と
私
は

今
、
感
じ
て
い
ま
す
」

南
信
州
か
ら
全
国
へ

市
民
出
資
に
よ
る

太
陽
光
発
電
事
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア

株
式
会
社同社が飯田市公民館の屋上に設置した太陽光パネル。飯田市の年間日照時間は

２０００時間以上あり、年間を通じて晴れの日が多い特徴を持つ

ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す
る
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
な
ど

グ
リ
ー
ン
熱
供
給
事
業
に
も
取
り
組
む

今
年
で
設
立
10
周
年

を
迎
え
た
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私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
は
、
多
様
な
生

き
物
が
関
わ
り
合
う
地
球
の
生
態
系
の
恵

み
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
生
物

の
多
様
性
を
守
り
、
持
続
的
に
利
用
し
て

い
く
こ
と
は
、
未
来
の
世
代
に
対
す
る
義

務
で
も
あ
る
。
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

た
め
、
１
９
９
２
年
の
国
連
環
境
開
発
会

議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
「
生
物
の
多

様
性
に
関
す
る
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
。

　

生
物
多
様
性
条
約
事
務
局
で
は
、
国
連

が
定
め
た
５
月
22
日
の
「
国
際
生
物
多
様

性
の
日
」
を
中
心
に
、
生
物
多
様
性
保
全

の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
世
界
に

呼
び
か
け
て
い
る
。こ
の
世
界
共
通
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
だ
。

　

５
月
22
日
の
現
地
時
間
午
前
10
時
に
、

世
界
中
で
青
少
年
、
子
ど
も
た
ち
の
手
に

「
生
物
多
様
性
」
保
全
推
進
の
た
め
の

世
界
共
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
１
４
」

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
地
域
で
植
樹

な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
る
。こ
の
活
動
が
、

地
球
上
を
東
か
ら
西
へ「
緑
の
波
」
の
よ

う
に
拡
が
っ
て
い
く
様
子
か
ら
、「
グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
環
境
省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
に
関

す
る
理
解
が
社
会
に
浸
透
す
る
よ
う
、
毎

年
３
月
１
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
を
「
グ

リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
実
施
期
間
と
し
て
広

く
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
植
樹
な
ど

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
生
物
多
様
性
の
広

報
・
教
育
・
普
及
啓
発
を
推
進
す
る
た
め

で
、
活
動
の
例
と
し
て
は
植
樹
や
森
林
の

保
全
・
手
入
れ
な
ど
が
あ
る
。

 

「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
１
４
」
の
公

式
サ
イ
ト
で
は
、
日
本
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
ブ
活
動
へ
の
参
加
方
法
の
紹
介
や
、
参

加
登
録
の
手
続
き
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

■ グリーンウェイブ活動

●グリーンウェイブ２０１４公式サイト  http://www.greenwave.go.jp/

■ これまでの
　 グリーンウェイブ活動の実績 

❶  植樹
❷  森林や樹木などの保全、手入れ

 （植樹した樹木への水やり、里山の管理など）
❸  森林や樹木などとふれあう活動の実施、参加
❹  活動のための苗木などの提供
❺  活動のための場所の提供
❻  活動のための技術指導や情報提供
❼  グリーンウェイブ活動の呼びかけ、とりまとめ

2012年 2013年 

参加団体数（団体） 465 567

協力団体数（団体） 144 140 

参加者数（人） 約18,000 約18,000 

植樹した本数（本） 約60,000 約41,000

２０１３年度も最後の月になりました。３月決算の企業にとっては年末よりも忙しいときであり、	
今年度の仕事を振り返り、また来年度の目標を立てる重要なときです。個人的には発刊すること	
には慣れてきた反面、編集業務に初めて携わったときのあの思い、すべてが新鮮で楽しく、	
仕事に没頭していたことを忘れていると感じています。あのときの初恋のような心を忘れずに	
いつも仕事に関わっていきたいです。来年度は再び基本に立ち返り、新しい気持ちで建材マン
スリーに取り組みます。取材を通して皆様とお会いすることも楽しみとしておりますので、その節
は何卒よろしくお願いいたします。	 （編集員ＳＳ）

表紙写真：imagenavi

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（三枝・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

編集室より
編

後

集

記

今月のニュース

　

住
友
林
業
株
式
会
社
は
、
世
界
遺
産
・

総
本
山
醍
醐
寺
（
座
主
：
仲
田
順
和
・
京

都
市
伏
見
区 

以
下
醍
醐
寺
）
が
主
催
す
る

「
京
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
桜
が
つ
な
ぐ
架

け
橋
～
」
に
協
賛
し
て
お
り
、
２
０
１
３

年
３
月
15
日
、「
太
閤
し
だ
れ
桜
」
の
ク

ロ
ー
ン
苗
で
あ
る
「
太
閤
千
代
し
だ
れ
」

の
苗
木
２
鉢
を
醍
醐
小
学
校
に
寄
贈
し
、

児
童
た
ち
が
桜
を
育
て
る
プ
ロ
セ
ス
を
手

伝
っ
て
い
る
。

　

住
友
林
業
筑
波
研
究
所
は
、
２
０
０
０

年
に
組
織
培
養
に
よ
り「
太
閤
し
だ
れ
桜
」

の
ク
ロ
ー
ン
苗
の
増
殖
に
成
功
。
以
来
、

後
継
樹
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
住

友
林
業
緑
化
が
境
内
の
庭
園
管
理
を
担
っ

て
い
る
。

　

こ
の
た
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
醍

醐
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
昨
年
３
月
か
ら

育
て
て
き
た
ク
ロ
ー
ン
桜
２
本
の
う
ち
１

本
を
、
宮
古
市
立
崎
山
小
学
校
へ
寄
贈
、

３
月
９
日
に
植
樹
式
が
行
わ
れ
た
。
醍
醐

小
学
校
か
ら
は
５
年
生
４
名
が
醍
醐
寺
の

僧
侶
と
と
も
に
参
加
し
た
。

 

「
京
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
桜
が
つ
な
ぐ

架
け
橋
～
」
は
、
京
都
の
寺
社
で
大
量
発

生
す
る
落
ち
葉
を
有
効
活
用
す
べ
く
、
落

ち
葉
を
堆
肥
化
し
、
で
き
た
堆
肥
で
新
た

な
緑
を
育
て
る
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し

た
取
り
組
み
。
醍
醐
小
学
校
の
児
童
た
ち

に
落
ち
葉
拾
い
、
堆
肥
づ
く
り
、
桜
の
育

世
界
遺
産
・
総
本
山
醍
醐
寺
主
催

「
京
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

岩
手
県
宮
古
市
で
植
樹
式
を
開
催

成
を
担
っ
て
も
ら
い
、
成
長
し
た
桜
を
醍

醐
寺
と
交
流
の
あ
る
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
・
岩
手
県
宮
古
市
の
小
学
校
へ
届
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
成
長
し
た
桜
を
被
災

地
の
小
学
校
に
贈
る
こ
と
で
、
桜
が
京
都

と
東
北
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
。

　

住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
で
は
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
宮
古
市
と
京
都
の
小
学

生
た
ち
の
交
流
を
支
援
し
て
い
く
。醍醐小学校で行われた桜のお別れ式。総本山醍醐寺

執行田中祐考教学部長も参加され、法要の後、皆で 
震災復興支援ソング「花は咲く」を歌った。

落ち葉拾いに汗を流す醍醐小学校
の児童たち。住友林業京都支店の
社員も参加した。
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建材マンスリー資料室

1,661
76,182
24,955
29,953

355
22,580
11,941
10,530
69,670
8,173
914

3,602
498

3,159
40,199
37,644

19
22,835
14,683

53
54

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

△322
△11,413
△6,903
△5,681

171
678

2,205
△1,496
△10,259
△1,476
△588
△556

77
△409

△11,306
△429
△249
974

△1,115
△31
△8

△16.2
△13.0
△21.7
△15.9
92.9
3.1

22.6
△12.4
△12.8
△15.3
△39.1
△13.4
18.3

△11.5
△22.0
△1.1
△92.9

4.5
△7.1
△36.9
△12.9

989
7,565
1,394
5,304

70
1,786
1,874
△31

8,713
△159
278

△701
498

△234
2,892
5,662
△252
3,718
2,210

17
△31

147.2
11.0
5.9

21.5
24.6
8.6

18.6
△0.3
14.3
△1.9
43.7

△16.3
-

△6.9
7.8

17.7
△93.0
19.4
17.7
47.2

△36.5

1,983
87,595
31,858
35,634

184
21,902
9,736

12,026
79,929
9,649
1,502
4,158
421

3,568
51,505
38,073

268
21,861
15,798

84
62

1,854
89,621
34,580
35,266

360
21,269
9,037

12,111
81,633
9,842
1,193
4,150
514

3,985
54,804
36,671

454
19,762
16,279

71
105

2,439
87,787
33,967
35,059

698
20,502
8,509

11,766
79,343
10,883
1,995
4,333
160

4,395
53,217
37,009

249
21,773
14,818

86
83

77,843新　  設　   住　  宅　   計 △11,735 △13.1 8,554 12.3 89,578 91,475 90,226

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

1月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
12月 11月 10月

2013年 2014年
１月

23,906

10,112

8,606

26,665

863

２月

23,924

11,063

8,469

25,513

944

３月

28,257

10,895

8,663

23,641

 904

４月

31,221

10,626

8,617

27,430

939

５月

29,862

12,403

8,359

29,127

1,027

６月

32,944

12,215

10,878

27,667

976

７月

33,945

12,280

10,209

28,025

979

８月

32,987

11,537

10,353

29,466

960

９月

35,865

13,606

10,081

28,987

1,044

10月

37,017

14,873

10,770

27,566

1,037

11月

36,593

13,938

10,629

30,315

1,033

12月

35,408

14,737

10,174

29,259

1,055

１月

26,281

11,299

9,105

31,158

987

2013年 2014年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月
2013年 2014年 2014年2013年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

１月

11,710

8,158

２月

9,801

7,296

３月

9,520

9,389

４月

10,525

9,912

５月

11,101

8,658

６月

13,394

11,171

７月

13,871

9,939

８月

12,184

10,135

９月

12,545

10,665

10月

12,929

11,680

11月

14,332

11,899

12月

14,490

11,209

１月

12,950

8,700

季節調整済年率換算（全国）都市圏別戸数

近畿圏
その他

中部圏
首都圏

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

千戸
1,050

1,000

950

900

850

800

750

700

650

600

千戸

利用関係別戸数 木造戸数

2×4、プレハブ戸数

プレハブ
2×4

総数
貸家

分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建

14
12
10
8
6
4
2
0

千戸

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

千戸 千戸

総数

50

55

45

40

35

30

25

20

千戸

30.0

40.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2014年1月の新設住宅着工戸数
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